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かつ励起の物理的特性を反影 した補助条件を導入することによりその不定さを除去するこ

とが期待される｡スケーリング仮説はその一例である｡Migdalによる相互作用のポテン

シャルを仮定する方法,Wilsonによる波動関数の相似性を仮定する方法なぜが最近試み

られているものである｡
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Kadanoffの scaling theory の考え方を微分方程式の形で表わす｡そして,この方

程式の大局的振舞いと相転移の関係を論ずる｡但 し,具体的な計算は行なわない｡

Kadanoffの scaling theory

d次元立方格子の Isingferromagnetを考える｡この分配函数は,KニーJ/kT,

h-班/kTとして,

Z(K,h)=tぎiexp(K 三 三 S- 'S- →+h三甲- )O (1)nl -n n十l nn

今,この格子をIJXLX ･･- ×L(1≪ L≪ f)の blockに分け,各 blockの状態が

effectivespinで表わされ, effectivespin間の相互作用は Ising 型であると仮定

するo block系に対するK ,hをそれぞれKL,hLとすると,自由エネルギーの

singular部分及び相関距離は
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Fsing( e , h ) - L-dFsing(eL,hL)

E(K,h)-IJf(KL, hL)

(2)

という式を満たさねばならないoここで, e-K-KcでありKL-Kc(asK-Kc),

hlJ→0(ash→0)o従って充分小さな 亡,hに対 して,

eL-eLy,hL-hLX

と表わせ, (2)と(3)よりscaling lawが導びかれる.

Renormalization-groupequation

(3)

blockを使って更に大きな block を構成することを考慮 し,Lを連続変数に拡張する

ことにより,KL ヲ hLに対 し次の方程式を得るo

dKL _ 1
- - - u(KL , h2L)dI. 1｣

遭 -三 hLV (KL,h2L)dI. ) (4)

u,VはLを生に含ま71'いo更にKL,hLに関 し解析的であると仮定するo

K,hは1-1のKL,hLで初期条件に相当するo今,T>Tc(KSKc),h-0を

考えるoLを増すとKLは減少 し(i(K,h)=LE(KL,/hL)より), TがTcに近

ければ近い程KL がKcから充分離れるLtま大きく, T-Tcでは常に KL - Kc であるo

この様にして, (u,,-K ,h)曲面の点 (Kc,0) 近傍の曲率が臨界指数を決定する｡

更に "irrelevant"variableがある場合迄一般化が行われている.但 し, u,Vの具休

的な形は求めていない｡
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